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巷で出てくる「情報セキュリティ人材不足」とは、何をしてそういわしめてるのか？本講義では、そのように言わ

れてしまう現状と、セキュリティ・キャンプも含め、発掘や育成のシーンでどのような取組がなされているのか？

という話を俯瞰的に述べた上で、ご家庭でも「これはやってほしい」というようなことの例をお話しします。

小さなものから大きなものまで、コンピュータはごく身近なところに浸透してきています。そうしたコンピュータが

集めうる情報は爆発的に増えつつあり、その 情報がどのように使われるのか、どう使われるのか、すでに利用

者がコントロールできる範囲を遥かに超えてきていますが、加速度的にフォレンジックスを含む 技術で集められ

る情報が増えているのに、いつものように抑止や規制、そして防御策保護策も追いつけていません。現在、そし

て近い未来に何が危機なのかを見 ながら、1ユーザー、1技術者として、そして社会制度としてどうあるべきかを

考えます。さらにはCTFやバグハント、そしてセキュリティの人材育成という 大きな課題についても言及します。



セキュリティキャンプ実行委員＆講師。サイバー大学
教授、独立行政法人情報処理推進機構非常勤研究
員、SECCON実行委員、白浜サイバー犯罪シンポ
ジウ ム情報危機管理コンテスト審査委員等。情報セ
キュリティ関連の教育、啓発に従事。研究テーマは
自動解析。著書に「Winnyはなぜ破られたのか」共
著に 「アクセス探偵IHARA」監訳・翻訳に「ハニー
ネット・プロジェクト」「ファジング」等多数。


